
別紙1 　　　　　　身体的拘束廃止　フローチャート

現場で身体的拘束を必要と考えられる事態が発生した場合

夜間及び突発的・緊急時

生活相談員を中心とし多職種で要否の検討

身体的拘束等適正化のための指針を参照し現場で検討を行う

施設長に報告及び検討

相談員より利用者及び家族に報告

緊急やむを得ない身体拘束に関する経過観察・再検討記録の記載

施設長と生活相談員に報告

身体的拘束廃止計画書の作成

生活相談員を中心とし多職種で検討

緊急やむを得ない身体拘束に関する同意書発行

身体的拘束実施

身体的拘束実施

利用者及び家族に報告

施設長に報告・及び検討

身体的拘束廃止計画書の作成

利用者及び家族に報告

緊急やむを得ない身体拘束に関する同意書発行

身体的拘束適正化検討委員会またはカンファレンスで見直し・検討

３ヶ月後身体的拘束廃止計画書の見直し・再策定

利用者及び家族に報告

身体的拘束廃止


